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ご使用にあたつて特につぎの点にご注意くださしヽ。

〔このベビーカーはsG基準B型に適合した 十人乗り用です。〕
●使用してよい乳幼児の年令 :生後 7ヵ 月以上満 2才 まで。

●連続使用時間 :1時 間以内が望 ましい。

●ご使用になる場合は、折 りたたみ構造の止め金具

などが しっか りかかっているか (完全に開いた状

態であるか)を ハ ン ドルを上下 させて確認 してか

らご使用 ください。

●乳幼児を乗せたまま持ち上げて移動しないでくだ

さい。階段等で手を滑らせると大変危険です。

●シー ト以外のところに乳幼児を乗せないでください。

またペビーカーの中で立たせないで ください。

● 2人 乗 りをさせないでください

●乳幼児を乗せている時、

を乗せたり、つるしたり

カゴ以外のところに荷物

しないでください。



●ガー ドが付いていますが、シー トベル トは腰ベル ト

と股ベル トを併用し必ず締めて使用してください。

またシー トベル トを締めていても万一の立ち上 り

に対 しては、十分ご注意 ください。

●路上に駐停車する時、乳幼児は絶対に置き去 りに

しないでください③

●空車であっても坂の途中、車道に近い歩道など危

険な場所での放置は絶対に避けてください。また、

乳幼児や荷物を乗せたとき、ス トッパーを過信 し

ないで ください。構造上、 自動車のブレーキのよ

うな安全なものではあ りません。

●カゴには 5k9以上の荷物を載せないでください。

●ご使用の前に、ネジやナッ トがゆるんでないかチ

ェックして ください。

●万一、

せず、

破損 ・異常が生 じた場合は、そのまま使用

必ず点検、修理を受けてください。

●折 りたたみ操作時以外は折 りたたみレバーを握 ら

ないて ください。

●安全 国ックスライダーが回ック位置にあっても折

りたたみ レバーが多少 動 くことがあ りますが機

構上必要なゆとりであ り、安全上問題はあ りませ

ん。

●高温になる場所での保管はお避け ください。

特に真夏の車室内には置かないようにして くださ

t 。ヽ

●ごイ費用中ハン

をかけると、

分にご注意 く

ドルによりかかった り、過度の荷重

転作」するおそれがあ りますので、十

ださい。



この度は 「コンビ軽いの ください」をお買い上げいただき、誠にありがとう

お子様の体の特徴、発育状況、操作される方の使い勝手を研究し、安全画、

えし、開発された「軽いの ください」には次のような特長があります。

●リクライエングします

ワンタッチで 140度まで背が倒れ ますか ら、お子様

は眠っても腹部を圧迫されず、よい姿勢で眠ること

ができます。

●ゆつたり座れて安全です

シー トは広 く、アーム レス ト、セーフテ ィガー ド

もついていますので、お子様はゆったり座れて、 し

かも安全です。

●快適な姿勢

座と背もたれには、中芯が入り、適度な硬さがあり

ますので、お子様は楽な姿勢が保てます。

●振動を吸収します

特殊な弾性 ゴムを使用 した車輪 と適度なたわみを持

ったシー トにより、振動 を大幅に吸収 し、お子様 を

1夫適に保護 します。

●幌タイプの日除け付き

大型の日除けは恨1面か らの 日差 しにも効果的です。

(BH - 3 4 9のみ)

ございます。

強度面の様々な試験をくりか

●操作が簡単

開閉操作、 リ クライエング操作は簡単で、立 ったま

まの 自然な姿勢でできます。

BH-349と BH-299は 開閉 回ックの解除が手元で
'で

き

ます。       ・

●自立します

折 りたためば自動的に自立スタン ドが出ますので外

出時、収納時に大変便利です。

●軽くてコンパクト

超軽量設計なので持ち運びが容易です。コンパク ト

にたためるので収納場所をとりません。

●移動が簡単

折 りたたんだ姿は車輪が下方片側に収束するので腕

にかけても衣服を汚しません。付属のショルダース

トラップで肩にかけて持ち運べます。

●片手でも押せます

ハン ドルは握 りやすい棒状ですから、片手でも楽に

押せます。

●シートが洗えます

着脱式のシー トは取 りはずして洗濯機で洗えます。

(BH-259彫余く)
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0鋤ルクを中蜘ガ…

自動フックがはずれたら、ハン ドルグリッ

プを握 り、手首を外に回して開きます。グ

リップを逆手で持つと操作が楽です。

自動フック

※この状態で腰ベル トが

はみ出していたり開閉

ロックにひっかかった

りしていないかを確認

して ください。 もしは

み出しやひっかか りが

あれば③に移る前にべ

ル トをシート内側にひ

っぱってください。

●

ハン ドルグリップを持ち上げるようにしま

すと、徐々にひらきはじめて自然に組み立

てられます。ひろげると自立スタン ドは自

動的に収納されます。

●ロックの

状態に

ご注意 く

ださい。

開閉 ロック

がTが って

間に空きが

ない。

ロックされている〔走行のとき〕 ロックが解除されている〔折りたたむとき〕

角 生

開閉 ロック

が上がって

間に空きが

ある。



(BH-299・ BH-259〕

日除けジョイントを内側にひねると日除けは取 り外

せます。取付けるときは日除けジョイン トの上下を

確かめ日除けホルダーに当て外側に回転させるよう

にして取付けます。

]唇写経暑憂を認訳暮予是言:i:嘉亀あ佳昌 日除けジョイント /
となるだけでな くお子様 も大変不快です。     日 除けホルダー

〔BH-349〕

取付けるときは日除け(幌)の前後を確かめて幌ジョ

イン トを幌ホルダーに確実に差 し込んで ください。

次に図のように左右 各2イ回のホックをとめてください。

使用するときは① 日除け(幌)を前にひろげ、

②幌 レバー(ハジキ)の関節部を押 し下げて く

ださい。

ベビーカーを折りたたむときは③幌レバー(ハ

ジキ)の関節部を押し上げ④日除け(幌)を後

側にまとめます。

取りはずす場合はホックをはずしてから⑤幌

ジョイントの下端をつまみながら、⑥引き抜

いてはずします。

図①のようにカゴ後部左右の固定用フック

を腰ベルト後端の筒状のすき間(武ョ)に
上か ら差 し込み ます。

図②のようにカゴ前部の固定用ベル トをシ
ー ト側部のアル ミフレームにホックで左右

とも固定 します。

図②

●荷物の出 し入れは後

で行 って ください。

ご ・注 ・意 ●カゴには、5k9までの荷物を入れられますが、縦長の重量物を載せる場合は横にねかせてご使用ください。

●カゴに角のとがった物を載せると破れの原因となりますのでご注意 ください。

●買い物カゴを付けたまま折 りたたむことができますが、折 りたたむ際は荷物を出してください。



●取りはずし方

図のように下側からアームレス ト内側

のガー ドジョイン トボタンを押 し上げ

ながら片方ずつ引き抜いてください。

●取り付け万

セーフティガー ドの上下を確かめて左

右のアームレス ト先端のガー ド穴に差

し込んでください。

※確実に固定されたか必ず左右ともひ

っぱって確認 してください。

セーフテイガー ドを使わないときは、ガ

ー ド穴にお子様が指を入れないよう付属

のガー ドキヤップを差 し込み ます。

確実に押 し込んで ください。

●後車輪の内側にある、ス トッパーをつま

先で下におろせばス トッパーの 回ックが

かか ります。

●外すときは、ス トッパーをつ ま先で上に

はね上げて ください。

キャスター部の回ックレバー

を図①のように下げますと、

ロックが解除され車輪が自由

に動き方向転換がらくになり

ます。固定させる場合は回ッ

クレバーを図②のように進方

方向に対 して真後ろになる位

置で上げますとロックされます。

ご・注・意
折 りたたむ時はキャスタ
ーを左右とも固定 してく

ださい。

ガー ドキャップは折 りたた

んだ後 (9ページ参照)図

のように取 りはずしてくだ

さい。

ご・注・意
●「軽いのください」から離れるときは必ず左右
のス トッパーをかけてください。

●本体を軽 く動かしてス トッパーが正 しくかか

っているか確認 してください。

股ベル トに長いほうの腰ベ

ル トを通 しバ ックルをとめ

ます。

腰ベル トの長さは、赤ちや

んの成長に合わせて調整で

きます。 また万一、腰ベル

トか ら差 し込みバ ックルを

誤 ってはず した場合は図の

ようにセットしてください。

ご ・ン三・;意 赤 ちゃんは 1才 前後か ら活発 に動 く

よ うにな ります。赤 ちゃん を適切 に

ホール ドす る為 に、ベル トは大人の規指が入 る程

をのす き間 を残 し、 しつか りと締 めて くだ さい。



(取りはずし万)

:じ全ヤ品発鼻暦築欲あ晶雰官k三安と画か  -3｀
らはずし、シー ト裏面とベース座面をつな

ぐファスナーをはずします。

●背面左右①②の4カ所のホックをはずします。  十 を

●①のフックを上に引き抜いて、シー トをは

ずします。

洗濯の時は背板を抜き取つてください。

(取り付け方〕

●背板をシー トに入れます。

●背面左右の③のフックを上からかけ、②のホック

をとめます。

●①のホックはリクライエングベル トの上からかぶ

せるようにしてとめます。

●シー ト裏側とベース座画のフアスナーをとめます。

●股ベル トを着脱シー トの穴に通 します。

●シー ト先端部の袋状の部分をベース座面にかぶせ

ます。

※ホックやフックが確実にとまっているか、必ず確

認 してください。

ショルダース トラップ下

端のバックルをベビーカ
一の座面裏側の固定ベル トに通 し、

図のようにとめ ます。(文字のある

側が表です。)

ファスナー

ご ・注 ・意 シ
ー トはお子様の体重をささえる重要

な部品です。確実に取り付けてください。

万一、やゃSミれ、ほつれ等が生 じた場合、そのまま使

用しないでください。

で態状たデろ

取

べ
取

ショルダーストラップの上端の2本のベル トを図のようにハン

ドルグリップに巻き、ホックでとめます。この際、「左右のハンド

ルグリップに分ける」
「右側にまとめる」「左側にまとめる」とい

う取り付け方ができます。肩にかけやすい位置に取り付けてく

ださい。(ストラップがねじれないように取り付けてください。)

ベビーカーを折りたたみ、肩にかけやすい長さにバックルで調

節します。

※ショルターストラップを使用しないときは、ハンドルグリップからはずし、買物カゴの中に収納

してください。この時、三角形のバックルを買物カゴ上端にかけておくと再び使用する際取り出

しやすくなります。

まゼ1ゴ雰ぁ島塔岳尼テ記号塁墨3と暑雪と抹す尋警写デ名経督と碁↓、客景進とぃ。
●自立スタンドが汚れている場合は衣服を汚す恐れがありますの(そ の場合は肩にかける前に汚れを拭いてください。



〔背もたれを倒すとき〕

リクライエングバ ックルを起 こしな

が ら左に移動させ ます。

〔背もたれを起こすとき〕

リクライエングベル トを右に引っ

ぱ ります。

v S、だんはこのバ ックルをベル トにか

けておいて ください。

ご・濃1・意 お子様を乗せたまま操作するときは急にリクライエング角度が変わらないよう十分ご注意ください。

(BH-349・BH-299) (BH-259〕

開閉 回ックの前後

を人差 し指 と中指

安全ロックスライダーをずら

し安全ロックを解除します。

折 りたたみレバーを

握 りながら、後車輪

を支点に して矢印方

向に後ろへ倒すと自

然に折 りたためます。

次にレバーか ら手をはな し、左右のハン ド

ルグリップを逆手で持ち、手首を内側に回

して折 ると、自動的にフックがかか ります。

ではさみ、規指をアームレ

ス トにかけて、開閉 回ック

(左右)を上に引き上げます。

カチッと音がしてロックが

はずれます。

ハン ドルをす寺ち、

後車輪 を支点にし

て矢印方向に後ろ

に倒す と自然に折

りたためます。

ロックが
はずれる

ハン ドルグリップを

逆手で持つと操作が

楽です。

※折 りたたみ後は、

必ず安全国ック

スライダーを回

ック位置にもど

してください。

最後に手首を内側に回 して折

りますと、 自動的にフックが

かか ります。

ご ・注 ・意  ・ 折 りたたむと自動的に自立スタン ドが出ます。 自立スタン ドに無理な力を加 えた り、持ち運び

の際ぶつけたり、引きずつたりしないようにして ください。
●BH-349とBH-299の折 りたたみレバーは折 りたたみ操作時以外は握 らないで ください。

●背 もたれを起 こした状態では折 りたたみが多少かた くなります。

まず、キャスターを固定し、1)クライエングを倒し、BH-349は日除け(幌)を後ろ側にまとめ、BH-299・BH-259は日除けを前に倒します。
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●汚れがひどいときには、洗斉1またはぬれた布でほこ

りや汚れを落 とし、乾いた布 で仕上げて ください。

●着脱シー トは洗濯機で丸洗いできます。

水流調整を③にセットし

て、通常の洗斉」を使用し

て ください。脱水 した後、

形をととのえてか ら日陰

で平干 しして ください。

漂白斉‖は使用 しないで く

ださい。

●車輪についた泥はその まま放置せず、必ずvS、き取 っ

て ください。

●湿気 をおびたまま放置 しますと、カビがはえること

があ ります。乾いた布などでしき、いた後、乾か して湿

気 をとるように心がけましょう。

●買い物カゴが汚れたときは、ブラシ等を使用 し手洗

い して ください。

●古 くなって注油が必要 と思われる場合は、必ず潤滑

油を少量お使い ください。食用油はほこりがつきや

す く、かえって機能 を低下 させ ます。キャスター部

分への注油はおやめ ください。

●雨の ときの外出や出先での急な雨、 また、風の強

い日などには、砂ぼこりか ら赤ちゃんを守 ります。

●柔 らかなワタをさわやかなコッ トンで包んであ り

ます。

●クッションをつけたままで折 りたため ます。

●丸洗いができます。

製品の仕様は改善等のため予告なしに変更することがあt,ま曳

コンピ株式会社
本社/〒101東京都千代田区内神田3-16-9

営業所/東京(03)3257-4661・大阪(06)353-7:81・名古屋(052)934-3676・福岡(092)53+7896

製品には万全を期 しておりますが、お気付きの点がこ
・
さいましたら「お客様相談堂」まで、こ連絡ください。

お客様相談室/〒339埼 玉県岩槻市鈎上新田271 TEL。(048)797-1000


